












1、はじめに 

現行の母子保健管理は3ヶ月,1才,1才 6ヶ月,3才時の健診など,その時々の横断的な情報

把握,その都度の問題児の処遇など,縦の追跡的な健康管理がなされてこなかった。このた

め軽度の障害児(ハイリスク児)などは,追跡管理やサービスに問題を内含していた。ハイリ

スク集団を中心とした母子の一貫保健管理を研究テーマにして本年度が 3年目にあたる｡ 

初年度はこの目的のためのシステム再構成を行ない(母子保健ケアーシステム),有機的な

情報連結が可能となった｡極めて早期に先天異常,障害児が発見され,ケアーのルートに導

かれた｡ 

次年度は母子保健管理の中心である保健婦の活動に照準し,システム内における位置ずけ

を明確にし,あわせて保健婦業務全般の効果的な進め方を論じた｡神奈川県の保健ステーシ

ョンの効果的利用も紹介した。 


